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研究成果の概要（和文）：本研究は、外形的に比較的近似する法律条項を持つとされてきた日韓

の「文化財保護法」が、UNESCOの世界遺産条約の新たな対応や「無形文化遺産保護条約」（2003

年）の採択によって、どのような戦略的な受容や運用を行っているのか、それに応じて「遺産」

を担う地域社会にはどのような影響があり、現実との齟齬はどのように調整されているのかに関

し、主として民俗学の観点から、日韓の文化遺産保護システムの包括的な比較研究を試みた。 

 
研究成果の概要（英文）：The laws on the protection of cultural property in Japan and Korea 
have been considered to consist of legal clauses that are relatively similar, at least 
in their outward form. This research conducted a comprehensive comparative investigation 
of the systems for the protection of cultural properties in Japan and Korea from the 
viewpoint of folkloristics. Research focus was on the strategies of acceptance and 
management that these laws have shown in dealing anew with the UNESCO World Heritage 
Convention and the adoption of the Convention for the Safeguarding of the Intangible 
Cultural Heritage (in 2003), as well the influence this has had on local societies that 
shoulder this 'heritage', and the ways by which discrepancies with the actual situation 
are being regulated and adjusted. 
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１．研究開始当初の背景 
 ユネスコ（国連教育科学文化機関）の世界
遺産条約が各国の国内法や「遺産」を担う地
域社会に与える影響に関しては、民俗学をは

じめ、文化人類学・人文地理学・社会学など
において、既に複数の研究が公表され始めて
はいた。しかしその多くは、ユネスコの方針
に対する対処療法的な研究か、制度枠組のレ
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ビュー的研究に留まっており、フィールドワ
ークに基づく重層的で多声的な「現場」を映
し出した研究は少なかった。研究代表者およ
び研究分担者は、ほぼ同じ研究メンバーによ
って、2001～2003 年度に科研基盤研究（B）
「文化政策・伝統文化産業とフォークロリズ
ム―『民俗文化』活用と地域おこしの諸問題」
（課題番号 13410095）、2005～2007年度には
同基盤研究（B）「地域資源としての〈景観〉
の保全および活用に関する民俗学的研究」
（課題番号 17320138）を組織し、メンバーの
それぞれのフィールドワークの現場で生起
している諸現象を、エスノグラフィックな総
体的な記述を施し、かつそれらを比較研究す
ることを積み重ねてきた。世界遺産条約の新
たな対応として、1992 年に新規カテゴリー
として追加された「文化的景観」や、2003
年に採択された「無形文化遺産に保護に関す
る条約」（以下、無形遺産条約）により、ロ
ーカルなはずの民俗文化が、文化資源化（専
ら観光資源化）されていく動きは韓国でも同
様であり、フィールワークに基づき同様の視
角からの研究を蓄積してきた、韓国の科研プ
ロジェクト「無形文化財の創出と流用―韓国
民俗学再考」（研究代表者・南根祐）とも協
力し、上記課題の遂行を目指すこととなった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ナショナル化／グローバル化に
伴う民俗文化のあり方を、その実態において
記述するのみならず、それを取り巻く社会・
制度そして学問との相互関係も含めて分析
し、より多面的かつ動態的に明らかにする全
体的研究の一環に位置づける。特に本研究で
は、世界遺産条約や無形文化遺産条約という
文化財保護制度のグローバル化要素に注目
し、これらとローカルな法制度との相互関係
や、ローカルな法制度にもたらされる変化、
そしてこれら全体の影響が及ぶことによっ
て起こる民俗文化そのものの変化を、具体的
に明らかにすることを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 各人が遂行してきた、フィールドワークの
現場を継続調査をするとともに、それらの地
を科研メンバーが相互に訪れ、知識や情報の
共有化を図る一方、共同研究会を開催し、理
論的背景や問題意識を公有化した上で、下記
の論点を方法（視点）として意識化した。 

(1) 世界遺産条約及び無形遺産条約とい
うグローバル・スタンダードに対する日韓両
国の戦略的受容と国内法の対応に関して、
「文化的景観」「無形文化遺産」の 2 カテゴ
リの制度化プロセスを事例として明らかに
する。その際、ユネスコ・日本・韓国間にお
ける「文化財」概念との間のずれについても
明確化する。また、無形文化遺産条約上の「無

形文化遺産」概念の設定プロセスにおいて、
東アジア諸国からの働きかけが果たした影
響についても明らかにする。 
(2) 日韓の文化財保護制度の体系的相違

を分析することで、その根底に横たわる日韓
の「文化（財）」概念の異同を明らかにする。 
(3) 日韓両国で行う共同現地調査に基づ

き、具体的に文化的景観や無形文化遺産とし
て選び出された文化財と、それを支える地域
社会にもたらされた影響や摩擦および制度
面へのフィードバックを調査・分析すること
で、民俗文化をめぐるダイナミズムを明らか
にする。 
 
４．研究成果 
上記のような方法（分析視角）から導き出

された研究成果は、大きく言って次の 3点に
まとめられる。 
(1)まず第１の成果として掲げられるのは、

グローバル基準を受容する、前提となってい
る日韓の「文化財保護法」の体系的な比較対
照を行ったことである。もととなる日韓の
「文化財保護法」に焦点を当て、両国の保護
法と関連する施行令や施行規則まで含め、徹
底的に比較対照したのに加えて、運用の実際
面も視野に入れて検討した。日本植民地期の
朝鮮古蹟調査に淵源し、発足時には条文が類
似していたとしても、双方とも数次の全面改
訂を経て、施行後 50 年を過ぎた現在、実際
面でのその運用は、例えば韓国の「伝授教育
制度」をはじめ、相貌を大きく異にする一方、
世界遺産２条約の受容によって、逆に近接化
する側面も見られることなどが明らかとな
った。 
少し具体例を挙げながら、その体系的な相

違を紹介すれば、世界遺産条約における
Cultural Landscape概念の導入が最大の転機
となった両国の文化財保護法上の「景観」概
念の、受容と運用に関して、次のような差異
が認められた。両国ともにそれまで同法上に
はなかった「文化的景観」を、どのように制
度の中に定着させていくか、それが焦点とな
るが、何を対象化するかでは両者の近接が多
いものの、日本では法律条文で「文化的景観」
という新たなカテゴリー（種別）を設けて対
応したのに対し、韓国では既存の「記念物」
とカテゴリーの中で、運用して対処している
顕著な相違が明確となった。同様の運用レベ
ルでの対応の相違は、「民俗技術」というカ
テゴリーにおいても見られるが、外形的な文
言の比較ではなく、法体系自体の違いを明晰
化できたことが本研究の第 1の成果であると
いってよい。 

(2)具体的なカテゴリー内部の比較検討に
論点を移せば、「無形文化遺産」には、民俗
芸能／民俗芸術と工芸技術（民俗技術）、お
よび古武道などが含まれる。民俗芸能・民俗



 

 

儀礼に関しては、奥能登のアエノコトと江陵
の端午祭という日韓の二つの現場のフィー
ルドワークを、中心的な事例として、無形遺
産条約の受容による国内法の変化や地域社
会の変容を対比した。無形文化遺産の代表リ
ストに搭載されるのは、いわゆる民俗芸能と
民俗儀礼が圧倒的に多いが、日本で呼ばれる
「民俗芸能」が「民俗芸術（郷土芸術）」と
称される韓国との質的な相違点や、日本では
区別される無形文化財／無形民俗文化財が
一元化されている韓国との違い、またいわゆ
る人間国宝と呼ばれる「個人」か保存団体で
指定するかによる差異などが析出された。さ
らに日本では文化財とは看做されることの
ない、古武道なども指定する韓国文化財の特
色も摘出された。 
(3)「文化的景観」に関しては、文化的景

観の受容に加え、住民（マタギ）の生活を拘
束した点では、文化的景観と通有する世界自
然遺産･白神山地の観光化の実態も補足しな
がら、両国の自然観も含めて比較対照した。
日本の文化財保護法の「文化的景観」と世界
遺産条約の定義する‘Cultural landscape’
との相違と、その概念の相違が与えた影響を
検討した上、韓国の文化的景観ともいえる
「民俗マウル」のうち代表的な安東河回村を
事例に、ナショナル・ブランド化されていく
その創出過程や、さらには世界遺産化する際
の主体の複数性を描出した。さらに、これら
のもととなる「文化」観を含む「自然」観の
違いや、自然保護と文化財保護との本質的な
相違なども考究した。 
これらの研究成果の一部は、平成 24 年度

科研費「研究成果公開促進費」の助成を得て、
岩本通弥編『世界遺産時代の民俗学―グロー
バル･スタンダードの受容をめぐる日韓比
較』（風響社、2012 年度刊行予定）として、
広く一般に公開される。複数の韓国人研究者
を共同研究者に迎えるという研究組織の学
際性・国際性はもとより、その問題関心と研
究対象は、グローバリゼーションの進展に伴
い、生活文化の全地球的な均質化・画一化が
問題となっている今日、民俗学者に限らず、
多くの人文社会科学系研究者にとって緊喫
な課題であり、その出版は国内だけでなく、
国外（特に東アジア）でも相応のインパクト
をもたらそう。「文化的景観」にせよ、「無形
文化遺産」にせよ、これらは現在進行形で進
んでいる課題であって、制度化のプロセスに
若干の先行研究があるだけで、具体的な影響
などについてはほとんどまだ研究が行われ
ていないという研究の新規性からしても、あ
る程度の注目やインパクトを及ぼそう。 
ただし、出版で一般公開可能なのは、あく

まで研究成果の一部にすぎない。例えば最終
年度の 2010 年 10月に、柳田國男『遠野物語』
の刊行百周年で、これも用いて観光資源化を

試みている岩手県遠野市の現場を、韓国人研
究者も交え共同調査を行ったが、韓国では日
本でいう「語り部」、いわゆる民話を物語る
パフォーマーによって地域資源化を行って
いる例は、現在のところ全く存在しておらず、
「口承」のありように関して、このような両
国間の差異も浮上化した。ほかにもいくつか
日韓の相違点が印象論レベルで見えてきた
ものもあるが、活字化できるまで論理的な精
緻化はなされておらず、今後に残された課題
として付記しておく。 
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